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令和３年度第１回 国土交通省大阪航空局 入札監視委員会 
審 議 概 要 

 

開催日及び場所 令和３年６月２４日（木） 
大阪航空局第２・第３会議室 

 
委   員 

委員長 稲垣 喬 （弁護士） 
委 員 増田 達也（大阪工業大学客員教授） 
委 員 竹林 幹雄（神戸大学大学院教授） 

審議対象期間 令和２年１０月１日～令和３年３月３１日 

審議概要 
 
１．報 告 
 
２．抽出案件 
 

 
 
入札・契約手続きの運用状況について 

 
総件数 ３件 

 
 

 

（１）工 事 一般競争（総合評価落札方式）１件 

（２）建設コンサルタン

ト業務等 一般競争（総合評価落札方式）１件 

（３）役務の提供及び物

品の製造等 随意契約（公募随契）    １件 

 
 
委員からの意見・質問、それに対す

る大阪航空局の回答等 

意見・質問 回   答 
 
別紙のとおり 

 
別紙のとおり 

 
委員会による意見の具申又は勧告の

内容 
 
 
 
 
 

 
 特に問題は無い。今後もさらに公明性、透明性、公正性

を運用の上で生かして行っていただきたい。 
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審議概要（別紙） 
 
１．報告 
  入札・契約手続きの運用状況について 

意見・質問（委員） 回答（大阪航空局） 

○ 落札率 99.9％の理由として考えられるのは。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指名停止の運用状況について、国立大学が指名

停止されているが、大学なども指名停止の対象と

なり得るのか。 

○ 積算方法は航空局の HP内にて公表さ

れており、労務単価、機器の単価などの

各種の単価も公表しております。そのた

め、受注業者にとっては当局の積算の方

法がわかる状態となっています。 

また、情報公開法を用いて当局の積算

内容を事細かく入手し解析等によるも

のと考えられます。 

○ 当局の競争参加資格者名簿に登載さ

れているため指名停止措置を講じてい

ます。 

 
２．抽出案件 

意見・質問（委員） 回答（大阪航空局） 

（工事） 

○ 一者応札がリピートする案件については、やり

方を変えた方が良いのでは。 

 

（工事・コンサル） 

○ 一者応札となるのは、申し込む業者を選定す

る条件が非常に厳しく設定されているのではな

いか。このままやり続けても 1者は必ず確保で

きるという状況にあるのか。 

 

（役務） 

○ 随意契約と競争契約とでは同じ基準で積算を

行っているのか。 

 

 

 

 

 

○ 制度上、一者応札を理由に一般競争入

札方式を、指名競争・随意契約などに変

更することは困難です。 

 

○ 等級を緩和し広げる、地域要件を外

す、同種実績だけでなく類似実績を求め

るなど、その業務に必ず複数から数十者

以上当てはまるよう条件設定を行って

います。 

 

○ 基準があるものは基準に基づき積算

しています。基準のないものは複数者か

ら参考見積もりを取り最廉価を採用と

いう事になりますが、随契で見積もりを

取る場合は、相手方と交渉、調整しなが

ら詰めていきますので、結果として経費

が下がるなどの効果がある場合があり

ます。 

 
 

 


